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福祉情報ポケット

バオバブ「夏休みワークショップ」  開催

7月24日(月) 　午後1時～3時日 時

あじさい会館1階　ロビー場 所

ひとりで悩みを抱えないで 「ほっとタイム」
①7月6日(木)、8月8日(火)　　②7月11日(火)、8月9日(水)
③7月20日(木)、8月はお休み  ①～③いずれも、午前10時30分～正午

日 時

①南保健福祉センター2階　情報交換ルーム
②市民会館4階　第4小会議室
③緑区合同庁舎2階　ボランティア活動室

場 所

認知症のご家族の介護にお悩みの方等、誰でも参加できます！内 容

☎090-6300-6977申 込

70名（参加費無料）
＊当日、時間までに会場にお越しください。先着順で受付いたします。

定 員

認知症家族会　友知草の会(担当：本村)問 合

内 容
・入浴剤(35名)
・ビーズアクセサリー(15名) 
・スティックラベンダー(15名)
・手織りコースター(5名)

市内障がい者事業所の手作り商品の製作

問 合 ☎042-758-2121（音声コード2を入力）
障害者支援センター松が丘園　水野まで

街で白い杖を持った人に出会った時あなたならどうしますか？

バオバブで販売している可愛い商品を一緒に作りませんか？

 6月25日（日）　午後2時から4時30分日 時

南保健福祉センター2階　情報交換ルーム場 所

＊申し込みの際は、下記の電話またはメールにて、
　氏名・住所・電話番号をお伝えください。

15名（先着順）（参加費無料）定 員

視覚障がい者の理解とガイド体験  開催

内 容 視覚障がいのある方への接し方、誘導の基本を体験。
関心のある方どなたでも参加できます。

問 合 相模原誘導グループ　ささの会　(担当：肥田)
申 込 ☎090-8103-2126　{ywfjj734@yahoo.co.jp

市社協からのお知らせ

最新情報は、
市社協Instagram
「＠sagamiharashi_shakyo」
をチェックしてね！

日時(所要時間は、1時間半程度) 会場
7月  5日（水） 午前10時30分～
7月  8日（土） 午前10時30分～
7月13日（木） 午前10時30分～
8月  2日（水） 午後1時30分～
8月  5日（土） 午前10時30分～
8月22日（火） 午前10時30分～

あじさい会館
ソレイユさがみ
南区合同庁舎
緑区合同庁舎
南区合同庁舎
あじさい会館

・定員は、会場により異なります。参加申し込みの際にお問い合わせください。

あじさい会館休館日 7月7日(金)、8月6日(日)
あじさい会館南分室・緑分室は、9月末まで休館日はありません。

地域デビューを応援します！ボランティアセミナー
日時

場所 ①南保健福祉センター1階 ボランティア活動室
②緑区合同庁舎2階 ボランティア活動室
③認定こども園すこやか（中央区横山4－12－14）

申込 ①南ボランティアセンター ☎042-765-7085
②緑ボランティアセンター ☎042-775-1761
③中央ボランティアセンター ☎042-786-6181

内容 ボランティア活動の基礎知識やエピソードをお伝えし、実際に参加できる活
動を紹介。②は「手話」をテーマに開催予定。③は障がい福祉サービス事業
所「のびやか」の見学と、横山地区の活動情報の案内を予定。

事前申し込みは
右の二次元コードより
お申込みください

回答はこちら→

子育て支援の“ファミリー・サポート・センター”『入会説明会』開催

～ボランティア活動ってどう？～
若者のボランティア活動に関するアンケート調査を実施中！

「保育所のお迎えが間に合わない時に代りにお願いしたい」
「リフレッシュをしたい」など、生後0か月からのお子さんを対象に地域の方が
見守りや預かり、送迎等を行います。（有償）
利用したい、お手伝いしたい人を対象に入会説明会を行います。
※生後0～3か月未満は、保護者がそばにいることが条件です。

「若い人たちはどんなボランティア活動が参加しやすいのだろう？」
そのヒントを得るため、アンケートにご協力ください。

要申込 （定員あり）
相模原市ファミリー・サポート・センター事務局 ☎042-730-3885
{famisapo@sagamiharashishakyo.or.jp

相模原市自治会連合会
詳しくは、

自治会に加入しよう！相模原市自治会連合会からのお知らせ

住所からお住まいの自治会が調べられる機能のほか、地域の
おまつりやイベントなど、最新情報をいち早くお届けします。

活用しよう！自治会ホームページ

問 相模原市自治会連合会　☎042-753-3419

問 総務課企画財政係　☎042-730-3888

回答期限 令和5年6月30日（金）
対象 中学生から20代

第2回 10代・20代 女の子のための居場所「ふたばRoom」開催！

日時 7月1日(土)　午後1時30分～4時
場所 南区地域福祉交流ラウンジ（ボーノ相模大野2階）

申込 当日参加可能
※「なんでも相談」は事前に申し込みいただくとスムーズにご案内できます。

問 市社協南区事務所  ☎042-765-7065  {minami@sagamiharashishakyo.or.jp

「ほっと息抜きできる居場所がほしい」「誰かに話を聞いてほしい」
「自分や家族、友達のことで悩んでいる」「どこに相談すればいいか分からない」
ひとりでも、お友だちと一緒でも、まずは気軽に遊びに来ませんか？

内容 ・女性相談員による女の子のための「なんでも相談」
・自由におしゃべりできる フリースペース
（ともだち作り/かんたんハンドメイド/推し活応援！フォトスポットなど）

権利擁護無料相談会を開催します！

日時 7月25日(火)・8月22日(火)　午後1時20分～4時
対象 高齢者・障がいのある方とその家族(1人40分間)
場所 あじさい会館
申込 電話による事前申込み　☎042-756-5034 （8月22日開催分は7月3日より受付)
問 さがみはら成年後見・あんしんセンター(あじさい会館2階)

弁護士による財産・相続・人間関係の困りごと・成年後見制度利用などの相談会

ご回答いただいた方に、
にこまるLINEスタンプを
プレゼント★

①7月26日(水) 午後1時30分～3時30分　②7月27日(木) 午後2時～4時　
③8月7日(月) 午後2時～4時　　※いずれかにご参加ください。
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ら
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が
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縮
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６
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賛助会費の種類 会費年額（一口）
一般賛助 200円
法人賛助 10，000円

月１回程度開催しているコーディネーター打合せ
打合せ中も電話が鳴ったら対応します
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困
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〒252-0236  相模原市中央区富士見6丁目1番20号  市立あじさい会館内

{info@sagamiharashishakyo.or.jp  HP http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
☎042（730）3888  FAX042（759）4382
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3ゲーム レンタルシューズ

2023.7.30まで有効
高校生以下に
ミニジュースプレゼント

営平日　　　　   10:00～25：00
土曜・日曜・祝日　  9:00～25：00

中央区相模原2-7-4
P120台完備
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ふ
く
ら
は
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ぼ

こ
ぼ
こ
し
た
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ブ
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き
出
る
「
下
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静
脈
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薄
着
に
な
る
季
節
で

は
見
た
目
が
気
に
な
る
人
も

多
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と
い
う
。

　
「
下
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静
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良
性
疾

患
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命
の
危
険
性
は
あ
り
ま

せ
ん
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適
切
な
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よ
り

症
状
を
改
善
で
き
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た
め
、

早
期
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受
診
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勧
め
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ま

す
」
と
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す
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ッ
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大
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保

博
世
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長
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里
大
学
な
ど

で
実
績
を
積
み
、
下
肢
静
脈

瘤
血
管
内
焼
灼
術
と
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。

　
昨
年
１
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間
の
手
術
実
績

は
透
析
シ
ャ
ン
ト
関
連
を
合

わ
せ
て
１
２
３
１
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大
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で
す
。
身
体
に
負
担
の
少

な
い
日
帰
り
手
術
を
実
施
し

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

☎042・765・3005

血管外科・
外科・内科

HPはこちら
相模原市南区相模大野3-15-22-2F

休診日：日曜・月曜・祝日 ※17：00まで

診療時間
月

9：00～11：00
14：30～18：00

火
○
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

土
○
※

日・祝

休 休

受付は診療時間終了30分前までとなります

医療法人　博心会

大久保博世院長

ギフト券の進呈につい
ては、ギフト券コードを
ご登録いただいたメー
ルアドレスまたはLINE
アカウントにお送りい
たします。

メール版タウンニュースまたは、タウンニュースfor LINEにご登録いただいている読者限定で毎月開催されます。

読者限定プレゼント！

Amazonギフト券

毎月 名様に当たる！

ご登録はコチラ！ メール版
タウンニュース

タウンニュース
for LINEor

メール・LINEで
タウンニュースの
記事が読めます！

「
立
ち
直
り
」
見
守
っ
て

相模原市　相
模
原
市
は
７
月
、
「
第

73
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社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
強
調
月
間
に
合
わ
せ
、

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
。
こ

の
運
動
は
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
そ
う
し
た
罪
を
犯
し

た
人
達
の
更
生
に
つ
い
て
の

理
解
を
促
進
す
る
全
国
的
な

取
り
組
み
。
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は
Ｓ
Ｃ
相
模

原
の
試
合
会
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や
街
頭
で
市

民
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向
け
て
啓
発
グ
ッ
ズ
の

配
布
な
ど
を
行
う
。
担
当
者

は
「
罪
と
向
き
合
い
立
ち
直

ろ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
を

見
守
り
受
け
入
れ
る
社
会
に

し
て
い
く
た
め
、
人
々
の
意

識
を
変
え
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

７１土相模原市生活福祉課 042-851-3170

相模原ギオンスタジアムで７月１日
（土）に開催されるＪ３・SC相模原の
ホームゲーム（vsヴァンラーレ八戸）
でブースを設置し、啓発活動を実施
します。去年の様子

SC相模原ホームゲームにブース

更生ペンギンの
「ホゴちゃん」

法
大
出
身
者
が
旧
交
温
め
る

相
模
校
友
会
が
総
会
・
懇
親
会

　法
政
大
学
出
身
者
で
つ
く

る
「
法
政
大
学
相
模
校
友

会
」
が
６
月
３
日
、
さ
が
み

夢
大
通
り
の
中
国
名
菜
「
敦

煌
」
で
第
32
回
定
時
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
し
た
。
11
人

が
参
加
し
、
母
校
へ
の
思
い

を
語
り
、
旧
交
を
温
め
た
。

　総
会
で
は
２
０
２
２
年
度

の
報
告
、
23
年
度
の
計
画
等

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

小
島
正
次
会
長
が
「
会
員
の

拡
大
」
を
呼
び
か
け
る
場
面

も
あ
っ
た
。
懇
親
会
は
コ
ロ

ナ
禍
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
で

久
々
の
会
食
と
あ
っ
て
参
加

者
同
士
、
話
を
弾
ま
せ
た
。

最
後
は
全
員
で
肩
を
組
ん
で

校
歌
を
斉
唱
し
て
幕
を
閉
じ

た
。　相

模
校
友
会
は
法
政
大
学

神
奈
川
県
校
友
会
に
所
属
す

る
県
内
８
支
部
の
一
つ
。
91

年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
32

周
年
。
「
会
員
相
互
の
親
睦

と
向
上
を
図
り
、
併
せ
て
母

校
並
び
に
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
箱
根
駅
伝
や

六
大
学
野
球
応
援
な
ど

一
年
を
通
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
る
。

　会
員
募
集
は
随
時

行
っ
て
お
り
、
入
会
希

望
者
は
下
記
ま
で
（
小

島
会
長
☎
０
４
２
・
７

５
６
・
１
２
８
１ 

／ko
jima-masa@jcom.h
ome.ne.jp

）
。

この日集まった校友会のメンバー

く
な
っ
た
」
「
初
め
て
だ
っ

た
け
ど
分
か
り
や
す
か
っ

た
」
と
好
評
の
声
が
多
く
上

が
る
。
当
日
は
個
別
相
談
も

可
能
。

　
前
日
の
２
日
㈰
に
は
予
約

不
要
の
式
場
内
覧
会
も
開

催
。
お
気
軽
に
参
加
を
。

　
葬
儀
費
用
に
つ
い
て
解
説

す
る
セ
ミ
ナ
ー
「
小
さ
な
家

族
葬
の
費
用
に
つ
い
て
」
が

７
月
３
日
㈪
、
メ
モ
リ
ア
ル

ハ
ウ
ス
西
橋
本
で
開
催
さ
れ

る
。
10
時
30
分
か
ら
正
午
。

参
加
無
料
。
予
約
制
。

　
主
催
は
、
終
活
・
葬
儀
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
「
『
終

活
』
な
る
ほ
ど
教
室
」
を
５

０
０
回
以
上
開
催
し
て
い
る

創
業
１
０
０
年
の
葬
儀
社
・

永
田
屋
。
葬
儀
の
現
場
で
実

際
に
活
躍
し
て
い
る
「
一
級

葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
の
講

師
が
分
か
り
や
す
く
解
説
す

る
。

　
葬
儀
費
用
は
関
心
の
高
い

テ
ー
マ
の
一
つ
で
、
こ
れ
ま

で
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら

は
「
葬
儀
費
用
の
不
安
が
な

永
田
屋

　「
無
料
」
終
活
な
る
ほ
ど
教
室

葬
儀
費
用
の
不
安

｢

な
く
な
っ
た｣

ご予約・お問合せ永田屋
2 0120（177）166

10：30
～12：007/3月

7/2日
15：30～17：00

エンディングノート
＆ 卵1パック

予約
特典
※ノートはおひとり様1冊、卵は一世帯1パックとなります。

なるほど教室「終活」
テーマ「小さな家族葬の費用」

参加無料・予約制

式場内覧会
予約不要

※タウンニュースを
　見た方限定

コーナン橋本店さんとなり

○文

橋本郵便局

緑区役所
サンエール

北警察署

コーナン

サンエール
さがみはら相模原北署前

橋本郵便局前

橋
本
高
校
前

●

●●●

ココ
橋本高

メモリアルハウス西橋本
相模原市緑区西橋本５－４－１

地域産業支援で最高賞
ロボット活用　今後に期待

さがみはら産業
創造センター

　相
模
原
市
の
外
郭
団
体
で
あ
る
株
式
会
社
さ
が
み
は
ら
産
業
創
造
セ
ン

タ
ー
（
略
称
・
Ｓ
Ｉ
Ｃ
／
西
橋
本
）
が
第
12
回
地
域
産
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

表
彰
事
業
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
３
）
で
一
般
財
団

法
人
日
本
立
地
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
を
受
賞
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
で
の
受

賞
は
同
セ
ン
タ
ー
が
全
国
初
と
な
る
。
６
月
15
日
に
は
都
内
で
表
彰
式
も
行

わ
れ
、
橋
元
雅
敏
代
表
取
締
役
は
「
受
賞
で
き
て
大
変
光
栄
。
こ
れ
ま
で
携

わ
っ
た
方
や
地
域
企
業
、
大
学
、
支
援
機
関
、
金
融
機
関
な
ど
が
全
員
で
取

り
組
ん
で
き
た
結
果
の
受
賞
だ
と
思
う
」
と
喜
び
を
話
し
た
。

　同
表
彰
事
業
は
、
一
般
財

団
法
人
日
本
立
地
セ
ン

タ
ー
、
全
国
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
主
催
。
地
域
産
業
の
振

興
・
活
性
化
の
促
進
を
目
的

に
、
新
事
業
・
新
産
業
を
創

出
す
る
た
め
の
地
域
産
業
支

援
に
関
わ
る
優
れ
た
取
り
組

み
を
表
彰
す
る
も
の
。
表
彰

は
主
に
６
種
類
あ
り
、
日
本

立
地
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞

は
、
地
域
の
産
業
集
積
や
企

業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を

図
り
、
集
積
を
強
化
す
る
取

り
組
み
で
、
最
も
優
秀
な
事

業
に
贈
ら
れ
る
。

大
き
な
成
果

　今
回
、
Ｓ
Ｉ
Ｃ
が
受
賞
し

た
取
り
組
み
は
「
ロ
ボ
ッ
ト

活
用
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成

に
よ
る
地
域
産
業
の
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
。

こ
れ
は
、
２
０
１
５
年
に
市

か
ら
の
委
託
で
設
立
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ハ
ブ
と
し
て
、
中
小
企
業

へ
の
生
産
性
向
上
（
自
動

化
・
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
）
、
人

材
育
成
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
創

出
を
支
援
す
る
も
の
。
３
年

間
で
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企
業
の

合
計
売
上
高
は
95
億
円
増
、

雇
用
は
65
人
増
と
い
う
成
果

を
上
げ
て
お
り
、
「
今
後
、

相
模
原
が
我
が
国
の
ロ
ボ
ッ

ト
活
用
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
ハ

ブ
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　事
業
の
成
功
要
因
に
つ
い

て
安
藤
重
夫
取
締
役
事
業
創

造
部
長
は
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
い
た
い
企
業
と
作
る
企
業

の
両
方
を
支
援
す
る
こ
と
で

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
た
。
ま

た
、
長
い
目
線
で
ロ
ボ
ッ
ト

あ
り
き
で
は
な
い
、
相
談
企

業
に
合
わ
せ
た
伴
走
型
の
寄

り
添
う
支
援
が
信
頼
を
生

み
、
成
果
に
つ
な
が
っ
た
」

と
分
析
す
る
。

　北
九
州
市
に
次
ぎ
全
国
で

２
番
目
に
設
置
さ
れ
た
同
支

援
セ
ン
タ
ー
。
「
同
様
の
公

的
な
支
援
施
設
は
、
全
国
的

に
も
少
な
い
」
と
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
樽
川
裕
紀
さ
ん
は
話
す
。

今
年
で
７
期
目
を
迎
え
る
ロ

ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
（
シ
ス
テ

ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
）
養

成
講
座
は
全
国
に
先
駆
け
17

年
か
ら
開
催
す
る
な
ど
、
そ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
全
国
的

に
も
注
目
を
集
め
、
現
在
で

は
同
講
座
に
北
海
道
や
広
島

県
か
ら
も
受
講
生
が
集
ま

る
。
さ
ら
に
、
近
年
は
市
外

企
業
か
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

に
関
す
る
相
談
な
ど
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。

　こ
れ
か
ら
の
展
開
に
つ
い

て
、
橋
元
代
表
は
「
ロ
ボ
ッ

ト
活
用
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
ハ

ブ
と
な
っ
て
、
相
模
原
市
や

地
域
の
企
業
、
他
の
支
援
機

関
、
大
学
な
ど
と
連
携
を
深

め
、
『
チ
ー
ム
相
模
原
』
で

全
国
に
誇
れ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

受賞を喜ぶ（左から）安藤取締役事業創造部長、橋元代表
取締役、樽川インキュベーションマネージャー
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＠岐阜メモリアルセンター長良川競技場
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岐

　阜

6月18日相
模
原

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
10
年

来
場
者
400
万
人
へ

　
淡
水
魚
や
両
生
類
、
水
生

昆
虫
な
ど
を
飼
育
・
展
示
し

て
い
る
「
相
模
川
ふ
れ
あ
い

科
学
館
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
さ
が

み
は
ら
」
（
中
央
区
水
郷
田

名
）
は
、
㈱
江
ノ
島
マ
リ
ン

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
指
定

管
理
に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
か
ら
10
年
目
の
節

目
を
迎
え
た
。

ふれあい
科学館

魚のオブジェが来場者を迎える
同館のエントランス

14
年
に
再
ス
タ
ー
ト

　
同
館
は
、
１
９
８
７
年
11

月
に
開
館
。
当
初
は
川
の
生

き
物
や
、
川
を
利
用
す
る
科

学
・
技
術
を
紹
介
す
る
展
示

を
中
心
と
し
て
い
た
。
２
０

１
４
年
３
月
26
日
、
人
と
川

と
の
つ
な
が
り
や
環
境
保

護
、
人
々
の
交
流
を
促
進
す

る
た
め
の
機
能
を
付
加
し
、

「
相
模
川
に
集
い
、
親
し

み
、
楽
し
く
学
ぶ
交
流
拠

点
」
を
掲
げ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
。
水
族
館
と
し

て
の
機
能
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
愛
称
「
ア
ク
ア
リ
ウ

ム
さ
が
み
は
ら
」
を
加
え
て

再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
現
在
は
、
相
模
川
と
そ
の

周
辺
に
生
息
す
る
淡
水
魚
を

中
心
に
、
約
１
０
０
種
類
の

生
き
物
を
展
示
し
、
相
模
川

の
持
つ
魅
力
と
豊
か
さ
を
紹

介
し
て
い
る
。
川
魚
に
餌
付

け
体
験
が
で
き
る
「
お
魚
に

ご
は
ん
」
や
、
「
も
の
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な

ど
、
独
自
の
事
業
が
人
気
を

集
め
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
世
代
に
親
し
ま
れ

て
い
る
。
来
場
者
数
は
ま
も

な
く
４
０
０
万
人
に
達
す
る

見
込
み
だ
。

　
同
館
ス
タ
ッ
フ
の
小
早
川

義
彦
さ
ん
は
「
指
定
管
理
の

ス
タ
ー
ト
か
ら
10
年
と
、
来

場
者
数
４
０
０
万
人
と
い
う

節
目
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
来

て
く
だ
さ
る
方
々
の
お
か

げ
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も

の
を
提
供
し
続
け
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
た
。


